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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

走行自在とされた基部と、前記基部に配設された傾動部と、一対の腕とを備えるロボット

であって、　前記傾動部は、主傾動部と、該主傾動部に配設された補助傾動部とを有し、

前記補助傾動部は、前記主傾動部の主傾動部材の両端部に配設されて前記腕を保持する回

動自在とされた補助傾動部材を有し、　前記補助傾動部の補助傾動部材は、前記主傾動部

材に配設された動力伝達機構を介して同主傾動部材の傾動方向と同一方向に回動されてな

ることを特徴とするロボット。

【請求項２】

主傾動部は遊星歯車機構を有し、　前記遊星歯車機構は、太陽歯車と、該太陽歯車に点対

称に配設された一対の遊星歯車とを含み、　前記太陽歯車は、基部に配設された中央昇降

軸の上端部および主傾動部の主傾動部材に回転不自在に支持され、　前記遊星歯車の一方

は、前記中央昇降軸の一側において基部に搖動自在に配設された一側側昇降軸の上端部お

よび主傾動部の主傾動部材の一側側において回転自在に支持され、前記遊星歯車の他方は

、前記中央昇降軸の他側において基部に搖動自在に配設された他側側昇降軸の上端部およ

び主傾動部の主傾動部材の他側側において回転自在に支持されてなることを特徴とする請

求項１記載のロボット。

【請求項３】

腕が円柱状または円筒状とされてなることを特徴とする請求項１記載のロボット。

【請求項４】
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腕 が 進 退 自 在 に 補 助 傾 動 部 材 に 保 持 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ロ ボ ッ ト

。

【 請 求 項 ５ 】

補 助 傾 動 部 材 が 、 腕 を 所 定 位 置 で 固 定 す る ロ ッ ク 機 構 を 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ４ 記 載 の ロ ボ ッ ト 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ロ ボ ッ ト に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 主 と し て 移 乗 の 際 に お け る 介 護 者 の 負

担 を 軽 減 で き る ロ ボ ッ ト に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に よ る 高 齢 者 や 障 害 者 (以 下 、 要 介 護 者 と い う )の

生 活 支 援 が な さ れ て い る 。 要 介 護 者 の 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に よ る 生 活 支 援 に お い て

は 、 要 介 護 者 の ト イ レ 介 助 や 入 浴 介 助 の 際 に 、 ベ ッ ド か ら 車 椅 子 へ の 移 乗 、 あ る い は 車 椅

子 か ら ベ ッ ド へ の 移 乗 が な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か る に 、 か か る 移 乗 は 、 一 人 の 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に よ り な さ れ て い た と こ ろ

か ら 、 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に 多 大 の 負 担 を 強 い る 結 果 と な っ て い た 。 そ の た め 、 介

護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 に は 、 腰 を 痛 め る 者 が 多 数 に 上 っ て い る 。 腰 痛 は 、 介 護 ヘ ル パ ー

な ど の 介 護 者 の 職 業 病 と ま で い わ れ る よ う に な っ て き て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 か か る 状 況 に 鑑 み 、 移 乗 は 二 人 に よ り な す よ う な っ て き て い る が 、 急 激 な 高 齢 化 社 会 の

到 来 に よ り 、 介 護 ヘ ル パ ー な ど の 介 護 者 の 確 保 が 困 難 と な っ て き て い る 。 そ の た め 、 介 護

関 係 者 か ら 移 乗 の 際 の 人 員 削 減 が な し 得 る ロ ボ ッ ト が 熱 望 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 な お 、 特 許 文 献 １ に は 、 介 護 用 キ ャ リ ア の 提 案 が な さ れ て い る が 、 構 成 が 複 雑 で あ る た

め 、 操 作 性 に 難 点 が あ る と い う 問 題 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ６ ５ ４ ９ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 移 乗 が 介 護 者 一 人 で な し

得 る ロ ボ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 の ロ ボ ッ ト は 、 走 行 自 在 と さ れ た 基 部 と 、 前 記 基 部 に 配 設 さ れ た 傾 動 部 と 、 一 対 の

腕 と を 備 え る ロ ボ ッ ト で あ っ て 、 前 記 傾 動 部 は 、 主 傾 動 部 と 、 該 主 傾 動 部 に 配 設 さ れ た 補

助 傾 動 部 と を 有 し 、 前 記 補 助 傾 動 部 は 、 前 記 主 傾 動 部 の 主 傾 動 部 材 の 両 端 部 に 配 設 さ れ て

前 記 腕 を 保 持 す る 回 動 自 在 と さ れ た 補 助 傾 動 部 材 を 有 し 、 前 記 補 助 傾 動 部 の 補 助 傾 動 部 材

は 、 前 記 主 傾 動 部 材 に 配 設 さ れ た 動 力 伝 達 機 構 を 介 し て 同 主 傾 動 部 材 の 傾 動 方 向 と 同 一 方

向 に 回 動 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の ロ ボ ッ ト に お い て は 、 主 傾 動 部 は 遊 星 歯 車 機 構 を 有 し 、 前 記 遊 星 歯 車 機 構 は 、

太 陽 歯 車 と 、 該 太 陽 歯 車 に 点 対 称 に 配 設 さ れ た 一 対 の 遊 星 歯 車 と を 含 み 、 前 記 太 陽 歯 車 は

、 基 部 に 配 設 さ れ た 中 央 昇 降 軸 の 上 端 部 お よ び 主 傾 動 部 の 主 傾 動 部 材 に 回 転 不 自 在 に 支 持

さ れ 、 前 記 遊 星 歯 車 の 一 方 は 、 前 記 中 央 昇 降 軸 の 一 側 に お い て 基 部 に 搖 動 自 在 に 配 設 さ れ
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た 一 側 側 昇 降 軸 の 上 端 部 お よ び 主 傾 動 部 の 主 傾 動 部 材 の 一 側 側 に お い て 回 転 自 在 に 支 持 さ

れ 、 前 記 遊 星 歯 車 の 他 方 は 、 前 記 中 央 昇 降 軸 の 他 側 に お い て 基 部 に 搖 動 自 在 に 配 設 さ れ た

他 側 側 昇 降 軸 の 上 端 部 お よ び 主 傾 動 部 の 主 傾 動 部 材 の 他 側 側 に お い て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ

て な る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト に お い て は 、 腕 が 円 柱 状 ま た は 円 筒 状 と さ れ て な る の が 好 ま し

い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト に お い て は 、 腕 が 進 退 自 在 に 補 助 傾 動 部 材 に 保 持 さ れ て な る の

が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト に お い て は 、 補 助 傾 動 部 材 が 、 腕 を 所 定 位 置 で 固 定 す る ロ ッ ク

機 構 を 有 し て な る の が 好 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の ロ ボ ッ ト は 、 前 記 の 如 く 構 成 さ れ て い る の で 、 主 傾 動 部 材 を 傾 動 さ せ る 昇 降 軸

の 昇 降 量 を 小 さ く し な が ら 、 つ ま り 昇 降 軸 の 搖 動 を 少 な く し な が ら 、 腕 に 専 用 シ ー ト を 介

し て 保 持 さ れ て い る 要 介 護 者 を 車 椅 子 に 移 乗 さ せ る こ と が で き る 姿 勢 と す る こ と が で き る

と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。 そ の た め 、 要 介 護 者 の 移 乗 が 介 護 者 一 人 で な し 得 る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 正 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 同 側 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 同 ロ ボ ッ ト の 傾 動 部 を 傾 動 さ せ た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 同 ロ ボ ッ ト に 化 粧 カ バ ー を 付 け た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 同 ロ ボ ッ ト の 主 傾 動 部 の 要 部 概 略 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 専 用 シ ー ト の 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か

る 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ ～ 図 ７ に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト Ｒ を 示 す 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い

て 、 左 右 と は 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 背 面 よ り 見 た 場 合 の 左 右 を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 走 行 自 在 と さ れ た 基 部 １ ０ ０ と 、 基 部 １ ０ ０ に 配 設 さ れ た 傾 動 部 １ ０ と

、 一 対 の 腕 部 材 ２ ０ つ ま り 右 腕 部 材 ２ １ お よ び 左 腕 部 材 ２ ２ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 基 部 １ ０ ０ は 、 中 央 部 に 配 設 さ れ た 載 置 部 １ １ ０ と 、 載 置 部 １ １ ０ の 両 脇 に 配 設 さ れ た

走 行 部 １ ６ ０ と を 含 む も の と さ れ 、 載 置 部 １ １ ０ は 、 中 央 部 に 配 設 さ れ た 載 置 部 材 １ ２ ０

と 、 載 置 部 材 １ ２ ０ を 支 持 す る 左 右 方 向 に 配 設 さ れ た 水 平 支 持 部 材 １ ３ ０ と を 含 む も の と

さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 載 置 部 １ １ ０ 、 よ り 具 体 的 に は 載 置 部 材 １ ２ ０ に は 、 傾 動 部 １ ０ 、 駆 動 用 電 源 Ｂ な ど が

配 設 さ れ て い る 。

走 行 部 １ ６ ０ は 、 前 部 走 行 部 １ ７ ０ と 中 間 部 走 行 部 １ ８ ０ と 後 部 走 行 部 １ ９ ０ と を 含 む も

の と さ れ る 。 前 部 走 行 部 １ ７ ０ は 、 前 輪 １ ７ １ と 前 輪 １ ７ １ を 支 持 す る 前 輪 支 持 部 材 １ ７
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２ と を 含 む も の と さ れ る 。 前 輪 支 持 部 材 １ ７ ２ は 、 前 部 の 水 平 部 １ ７ ３ と 、 後 部 の 上 り 勾

配 と さ れ た 傾 斜 部 １ ７ ４ と を 含 む も の と さ れ 、 水 平 部 １ ７ ３ の 先 端 に 前 輪 １ ７ １ が 装 着 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 中 間 部 走 行 部 １ ８ ０ は 、 中 間 輪 １ ８ １ と 中 間 輪 １ ８ １ を 支 持 す る 中 間 輪 支 持 部 材 １ ８ ２

と を 含 む も の と さ れ る 。 後 部 走 行 部 １ ９ ０ は 、 後 輪 １ ９ １ と 後 輪 １ ９ １ を 支 持 す る 後 輪 支

持 部 材 １ ９ ２ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 そ し て 、 前 輪 支 持 部 材 １ ７ ２ 、 中 間 輪 支 持 部 材 １ ８ ２ お よ び 後 輪 支 持 部 材 １ ９ ２ は 、 そ

れ ぞ れ 適 宜 手 段 を 介 し て 水 平 支 持 部 材 １ ３ ０ と 接 合 さ れ て い る 。 ま た 、 前 輪 １ ７ １ お よ び

中 間 輪 １ ８ １ の 各 径 は 後 輪 １ ８ １ の 径 よ り 小 さ く さ れ て い る 。 ま た 、 前 輪 １ ７ １ の 径 は 中

間 輪 １ ８ １ の 径 よ り 小 さ く さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 前 輪 １ ７ １ の 径 が 小 径 と さ れ 、 か つ 、 前 輪 支 持 部 材 １ ７ ２ が 前 記 構 成 と さ れ て い る こ と

か ら 、 前 部 走 行 部 １ ７ ０ を ベ ッ ド の 下 に 潜 り 込 ま せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 傾 動 部 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 主 傾 動 部 ３ ０ と 補 助 傾 動 部 ４ ０ と を 含 む も の と さ れ

る 。 主 傾 動 部 ３ ０ は 、 遊 星 歯 車 機 構 ５ ０ を 中 心 的 構 成 要 素 と し て な る も の と さ れ る 。 遊 星

歯 車 機 構 ５ ０ は 、 不 動 と さ れ た 太 陽 歯 車 ５ １ と 、 太 陽 歯 車 ５ １ に 点 対 称 に 配 設 さ れ た 右 遊

星 歯 車 ５ ２ お よ び 左 遊 星 歯 車 ５ ３ と 、 主 傾 動 部 材 ３ １ と を 含 む も の と さ れ る 。 補 助 傾 動 部

４ ０ は 、 右 遊 星 歯 車 ５ ２ に 駆 動 さ れ る 右 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ２ を 有 す る 右 補 助 傾 動 部

４ １ お よ び 左 遊 星 歯 車 ５ ３ に 駆 動 さ れ る 左 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ６ を 有 す る 左 補 助 傾 動

部 ４ ５ を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 太 陽 歯 車 ５ １ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 基 部 １ ０ ０ に 中 央 に 立 設 さ れ た 中 央 昇 降 軸 ５ ５ の

上 端 前 面 に 配 設 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 太 陽 歯 車 ５ １ の 後 方 に 突 出 し て い る 後 軸 ５ １ ａ

は 中 央 昇 降 軸 ５ ５ に 配 設 さ れ た 軸 受 (図 示 省 略 )に 装 着 さ れ る 一 方 、 太 陽 歯 車 ５ １ の 前 方 に

突 出 し て い る 前 軸 ５ １ ｂ は 主 傾 動 部 材 ３ １ に 固 着 さ れ 、 そ れ に よ り 主 傾 動 部 材 ３ １ は 前 軸

５ １ ｂ を 中 心 に 傾 動 可 能 と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 中 央 昇 降 軸 ５ ５ は 、 基 端 部 に 載 置 部 材 １ ２ ０ と の 係 合 部 材 を 有 し 、 上 端 部 に 前 述 し た 主

傾 動 部 ３ ０ の 太 陽 歯 車 ５ １ の 後 軸 ５ １ ａ と の 係 合 部 を 有 す る も の と さ れ る 。 中 央 昇 降 軸 ５

５ は ロ ボ ッ ト Ｒ の 重 量 軽 減 を 図 る 観 点 か ら 、 中 空 材 と さ れ る の が 好 ま し い 。 な お 、 中 央 昇

降 軸 ５ ５ の 基 端 部 の 前 面 適 宜 位 置 に は 、 負 荷 が か か っ た と き に 中 央 昇 降 軸 ５ ５ の 前 傾 を 防

ぐ 補 強 リ ブ ５ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 右 遊 星 歯 車 ５ ２ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 基 部 １ ０ ０ に 配 設 さ れ た 中 央 昇 降 軸 ５ ５ の 右 側

に 配 設 さ れ た 右 側 昇 降 軸 ５ ６ の 上 端 に 配 設 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 右 遊 星 歯 車 ５ ２ の 後

方 に 突 出 し て い る 後 軸 ５ ２ ａ は 右 側 昇 降 軸 ５ ６ の 上 端 に 回 転 自 在 に 装 着 さ れ る 一 方 、 右 遊

星 歯 車 ５ ２ の 前 方 に 突 出 し て い る 前 軸 ５ ２ ｂ の 基 部 は 主 傾 動 部 材 ３ １ に 回 転 自 在 に 係 合 さ

れ る 。 ま た 、 前 軸 ５ ２ ｂ の 先 端 部 は 、 後 述 す る 右 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ２ の 駆 動 プ ー リ

ー ４ ３ に 同 駆 動 プ ー リ ー ４ ３ と 一 体 的 に 回 転 す る よ う 係 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 右 側 昇 降 軸 ５ ６ は 、 例 え ば 電 動 シ リ ン ダ ー と さ れ 、 右 側 昇 降 軸 本 体 ５ ６ ａ と 右 側 昇 降 軸

５ ６ を 昇 降 さ せ る 右 側 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ６ ｂ と を 含 む も の と さ れ る 。 右 側 昇 降 軸 本 体 ５ ６

ａ の 外 装 部 材 の 基 端 は 、 載 置 部 材 １ ２ ０ に 設 け ら れ た 係 合 部 材 １ ２ １ と 搖 動 自 在 に 係 合 さ

れ て い る 。 例 え ば 、 ピ ン ジ ョ イ ン ト に よ り 係 合 さ れ て い る 。 ま た 、 右 側 昇 降 軸 ５ ６ を 昇 降

さ せ る 右 側 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ６ ｂ は 、 右 側 昇 降 軸 本 体 ５ ６ ａ と 右 側 昇 降 軸 本 体 ５ ６ ａ が 搖

動 で き る よ う に し て 係 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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　 左 遊 星 歯 車 ５ ３ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 基 部 １ ０ ０ に 配 設 さ れ た 中 央 昇 降 軸 ５ ５ の 左 側

に 配 設 さ れ た 左 側 昇 降 軸 ５ ７ の 上 端 に 配 設 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 左 遊 星 歯 車 ５ ３ の 後

方 に 突 出 し て い る 後 軸 ５ ３ ａ は 左 側 昇 降 軸 ５ ７ の 上 端 に 回 転 自 在 に 装 着 さ れ る 一 方 、 左 遊

星 歯 車 ５ ３ の 前 方 に 突 出 し て い る 前 軸 ５ ３ ｂ の 基 部 は 主 傾 動 部 材 ３ １ に 回 転 自 在 に 係 合 さ

れ る 。 前 軸 ５ ３ ｂ の 先 端 部 は 、 後 述 す る 左 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ６ の 駆 動 プ ー リ ー ４ ７

に 同 駆 動 プ ー リ ー ４ ７ と 一 体 的 に 回 転 す る よ う 係 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 左 側 昇 降 軸 ５ ７ は 、 右 側 昇 降 軸 ５ ６ と 同 様 と さ れ 、 左 側 昇 降 軸 本 体 ５ ７ ａ と 左 側 昇 降 軸

５ ７ を 昇 降 さ せ る 左 側 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ７ ｂ と を 含 む も の と さ れ る 。 左 側 昇 降 軸 本 体 ５ ７

ａ の 外 装 部 材 の 基 端 は 、 載 置 部 材 １ ２ ０ に 設 け ら れ た 係 合 部 材 １ ２ １ と 搖 動 自 在 に 係 合 さ

れ て い る 。 例 え ば 、 ピ ン ジ ョ イ ン ト に よ り 係 合 さ れ て い る 。 ま た 、 左 側 昇 降 軸 ５ ７ を 昇 降

さ せ る 左 側 ア ク チ ュ エ ー タ ５ ７ ｂ は 、 左 側 昇 降 軸 本 体 ５ ７ ａ と 同 左 側 昇 降 軸 本 体 ５ ７ ａ が

搖 動 可 能 に 係 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 前 述 し た よ う に 、 中 央 昇 降 軸 ５ ５ は ア ク チ ュ エ ー タ を 有 し て い な い の で 、 中 央 昇 降 軸 ５

５ の 昇 降 は 、 右 側 昇 降 軸 ５ ６ お よ び 左 側 昇 降 軸 ５ ７ を 同 期 さ せ て 昇 降 さ せ る こ と に よ り な

さ れ る 。 つ ま り 、 右 側 昇 降 軸 ５ ６ お よ び 左 側 昇 降 軸 ５ ７ は 駆 動 軸 と さ れ 、 中 央 昇 降 軸 ５ ５

は 従 動 軸 と さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 主 傾 動 部 材 ３ １ は 長 方 形 状 の 箱 体 ３ ２ と さ れ 、 内 部 右 側 に 右 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ２

を 収 納 し 、 内 部 左 側 に 左 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ６ を 収 納 し て な る も の と さ れ る 。 箱 体 ３

２ の 後 面 ３ ２ ａ に は 、 前 述 し た よ う に 、 太 陽 歯 車 ５ １ 、 右 遊 星 歯 車 ５ ２ お よ び 左 遊 星 歯 車

５ ３ の 前 軸 が 係 合 さ れ て い る 。 箱 体 ３ ２ の 右 側 端 部 に は 右 補 助 傾 動 部 ４ １ の 右 側 補 助 傾 動

部 材 ４ ４ が 配 設 さ れ る 一 方 、 箱 体 ３ ２ の 左 側 端 部 に は 左 補 助 傾 動 部 ４ ５ の 左 側 補 助 傾 動 部

材 ４ ８ が 配 設 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 右 側 補 助 傾 動 部 材 ４ ４ と 左 側 補 助 傾 動 部 材 ４ ８ と は 、 左 右 対 称 と さ れ て い る 他 は 同 一 の

構 成 と さ れ て い る の で 、 以 下 、 右 側 補 助 傾 動 部 材 ４ ４ を 説 明 し 、 左 側 補 助 傾 動 部 材 ４ ８ の

説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 右 側 補 助 傾 動 部 材 ４ ４ は 、 駆 動 プ ー リ ー ４ ３ に よ り タ イ ミ ン グ ベ ル ト ４ ３ ａ を 介 し て 駆

動 さ れ る 従 動 プ ー リ ー ４ ３ ｂ と 、 従 動 プ ー リ ー ４ ３ ｂ の 前 軸 お よ び 後 軸 に そ れ ぞ れ 係 合 さ

れ る 後 側 係 合 片 ４ ４ ａ お よ び 前 側 係 合 片 ４ ４ ｂ と 、 後 側 係 合 片 ４ ４ ａ お よ び 前 側 係 合 片 ４

４ ｂ に 支 持 さ れ る 右 腕 保 持 部 ４ ４ ｃ と を 含 む も の と さ れ る 。 こ こ で 、 後 側 係 合 片 ４ ４ ａ お

よ び 前 側 係 合 片 ４ ４ ｂ は 、 従 動 プ ー リ ー ４ ３ ｂ の 前 軸 お よ び 後 軸 に そ れ ぞ れ 同 従 動 プ ー リ

ー ４ ３ ｂ と 一 体 的 に 回 転 す る よ う に 係 合 さ れ て い る 。 ま た 、 従 動 プ ー リ ー ４ ３ ｂ の 前 軸 お

よ び 後 軸 は 、 箱 体 ３ ２ の 前 面 ３ ２ ｂ お よ び 後 面 ３ ２ ａ の 端 部 に そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 支 持 さ

れ て い る 。 例 え ば 、 軸 受 を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 な お 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト ４

３ ａ に は そ の 緩 み を 防 止 す る た め に テ ン シ ョ ン 調 節 具 が 設 け ら れ る の が 好 ま し い 。 テ ン シ

ョ ン 調 節 具 と し て は 、 公 知 の 各 種 構 造 の も の を 好 適 に 用 い る こ と が で き 、 そ の 構 成 に 特 に

限 定 は な い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 右 腕 保 持 部 ４ ４ ｃ は 、 右 腕 部 材 ２ １ が 装 着 さ れ る 透 孔 を 前 後 方 向 に 有 し て な る も の と さ

れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 右 腕 部 材 ２ １ は ロ ボ ッ ト Ｒ の 前 方 に 所 定 長 さ 突 出 す る よ う そ の 長 さ が 調 整 さ れ た 円 筒 状

部 材 と さ れ 、 か つ 、 後 端 に 抜 け 防 止 用 の 鍔 が 形 成 さ れ て な る も の と さ れ る 。 な お 、 左 腕 部

材 ２ ２ も 同 様 な 構 成 と さ れ て 後 端 に 抜 け 防 止 用 の 鍔 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 右 腕 部 材 ２ １ お よ び 左 腕 部 材 ２ ２ は 前 記 構 成 と さ れ て も よ い が 、 図 に 示 す よ う に 、 ス ラ
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イ ド 自 在 と さ れ る と と も に ほ ぼ 中 央 に 係 止 溝 ２ １ ａ が リ ン グ 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 溝 ２ １ ａ

が 右 補 助 傾 動 部 材 ４ ４ の 右 腕 保 持 部 ４ ４ ｃ に 設 け ら れ た ロ ッ ク 機 構 、 例 え ば ラ ッ チ ロ ッ ク

機 構 Ｆ の 係 止 部 材 が 係 止 さ れ て ロ ッ ク さ れ る よ う に さ れ て な る の が 好 ま し い 。 こ う す る こ

と に よ り 、 後 述 す る 専 用 シ ー ト ６ ０ の 被 保 持 部 ６ １ へ の 挿 入 が 容 易 と な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 傾 動 部 １ ０ が か か る 構 成 と さ れ て い る と こ ろ か ら 、 例 え ば 、 右 側 昇 降 軸 ５ ６ の 上 昇 と 左

側 昇 降 軸 ５ ７ の 降 下 と を 同 期 さ せ て 行 う と 、 主 傾 動 部 ３ ０ が 右 側 を 上 に し て 傾 動 す る 。 つ

ま り 、 主 傾 動 部 材 ３ １ が 右 側 を 上 に し て 傾 斜 す る 。 こ の 場 合 、 右 遊 星 歯 車 ５ ２ お よ び 左 遊

星 歯 車 ５ ３ が 回 転 し 、 し か も 右 遊 星 歯 車 ５ ２ お よ び 左 遊 星 歯 車 ５ ３ が 主 傾 動 部 材 ３ １ を 構

成 し て い る 箱 体 ３ ２ の 後 面 ３ ２ ａ に よ り 保 持 さ れ て い る の で 、 右 遊 星 歯 車 ５ ２ お よ び 左 遊

星 歯 車 ５ ３ は そ の 回 転 方 向 が 同 一 と な る 。 そ の た め 、 右 補 助 傾 動 部 ４ １ の 右 側 補 助 傾 動 部

材 ４ ４ が 起 き 上 が る と と も に 、 左 補 助 傾 動 部 ４ ５ の 左 側 補 助 傾 動 部 材 ４ ８ が 下 が る (図 ６

参 照 )。 つ ま り 、 主 傾 動 部 ３ ０ の 傾 斜 を 小 さ く し な が ら 、 つ ま り 右 側 昇 降 軸 ５ ６ お よ び 左

側 昇 降 軸 ５ ７ の 搖 動 を 少 な く し な が ら 、 後 述 す る 右 腕 部 材 ２ １ お よ び 左 腕 部 材 ２ ２ に 保 持

さ れ て い る 専 用 シ ー ト ６ ０ の 傾 斜 を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ９ 、 専 用 シ ー ト ６ ０ の 一 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 専 用 シ ー ト ６ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 両 端 に ロ ボ ッ ト Ｒ の 右 腕 部 材 ２ １ お よ び 左 腕 部

材 ２ ２ が 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の 被 保 持 部 ６ １ を 有 す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 被 保 持 部 ６ １ は 、 基 材 ６ ２ と 基 材 ６ ２ の 外 側 に 配 設 さ れ た ク ッ シ ョ ン 性 を 有 す る 素 材 か

ら な る ク ッ シ ョ ン 層 ６ ３ と 、 合 成 樹 脂 シ ー ト か ら な る 表 層 ６ ４ と か ら な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 化 粧 カ バ ー Ｃ は 、 基 部 １ ０ ０ を カ バ ー す る 基 部 カ バ ー Ｃ １ と 、 中 央 昇 降 軸 ５ ５ 、 右 側 昇

降 軸 ５ ６ お よ び 左 側 昇 降 軸 ５ ７ を カ バ ー す る 胴 カ バ ー Ｃ ２ と 、 主 傾 動 部 材 ３ １ を カ バ ー す

る 主 傾 動 部 材 カ バ ー Ｃ ３ と 、 右 補 傾 動 部 ４ １ を カ バ ー す る 右 補 助 傾 動 部 カ バ ー Ｃ ４ と 、 左

補 傾 動 部 ４ ５ を カ バ ー す る 左 補 助 傾 動 部 カ バ ー Ｃ ６ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 し か し て 、 か か る 構 成 と さ れ た ロ ボ ッ ト Ｒ に よ れ ば 、 要 介 護 者 が 寝 か さ れ て い る 専 用 シ

ー ト ６ ０ の 被 保 持 部 ６ １ の そ れ ぞ れ に ロ ボ ッ ト Ｒ の 右 腕 部 材 ２ １ お よ び 左 腕 部 材 ２ ２ を 挿

通 し た 後 、 右 側 昇 降 軸 ５ ６ お よ び 左 側 昇 降 軸 ５ ７ を 同 時 に 上 昇 さ せ て 要 介 護 者 を ベ ッ ド か

ら 浮 か せ た 状 態 で ロ ボ ッ ト Ｒ を 後 退 さ せ 、 し か る 後 、 要 介 護 者 の 頭 部 が 上 に な る よ う に 主

傾 動 部 材 ３ １ を 傾 動 さ せ る 。 要 介 護 者 を こ の よ う に し た 状 態 で 介 護 者 に よ り 車 椅 子 に 移 乗

さ せ る 。 な お 、 か か る ロ ボ ッ ト Ｒ の 動 作 は 、 図 示 し な い ロ ボ ッ ト 制 御 装 置 に よ り な さ れ る

。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の ロ ボ ッ ト Ｒ に よ れ ば 、 介 護 者 が 要 介 護 者 を ベ ッ ド か ら 持 ち 上

げ る 必 用 が な く な り 、 介 護 者 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 例 え ば 、 介 護 者 の 職 業 病 と 称 さ れ る 腰

痛 の 解 消 が 図 ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は か か る 実 施 形 態 の み に 限

定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 改 変 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 補 助 傾 動 部 材 ４ ４ ， ４ ８ は タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構 ４ ２ ， ４ ６

に よ り 傾 動 さ れ る よ う に さ れ て い る が 、 チ ェ ー ン 機 構 に よ り 傾 動 さ れ る よ う に さ れ て も よ

い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 発 明 は 介 護 産 業 お よ び ロ ボ ッ ト 産 業 に 適 用 で き る 。
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【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

Ｒ 　 　 　 　 ロ ボ ッ ト

Ｂ 　 　 　 　 駆 動 用 電 源

Ｃ 　 　 　 　 化 粧 カ バ ー

Ｆ 　 　 　 　 ラ ッ チ ロ ッ ク 機 構

１ ０ 　 　 　 傾 動 部

２ ０ 　 　 　 腕 部 材

２ １ 　 　 　 右 腕 部 材

２ １ ａ 　 　 係 止 溝

２ ２ 　 　 　 左 腕 部 材

３ ０ 　 　 　 主 傾 動 部

３ １ 　 　 　 主 傾 動 部 材

３ ２ 　 　 　 箱 体

３ ２ ａ 　 　 後 面

３ ２ ｂ 　 　 前 面

４ ０ 　 　 　 補 助 傾 動 部

４ １ 　 　 　 右 補 助 傾 動 部

４ ２ 　 　 　 右 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構

４ ３ 　 　 　 駆 動 プ ー リ ー

４ ３ ａ 　 　 タ イ ミ ン グ ベ ル ト

４ ３ ｂ 　 　 従 動 プ ー リ ー

４ ４ 　 　 　 右 側 補 助 傾 動 部 材

４ ４ ａ 　 　 後 側 係 合 片

４ ４ ｂ 　 　 前 側 係 合 片

４ ４ ｃ 　 　 右 腕 保 持 部

４ ５ 　 　 　 左 補 助 傾 動 部

４ ６ 　 　 　 左 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 機 構

４ ７ 　 　 　 駆 動 プ ー リ ー

４ ８ 　 　 　 左 側 補 助 傾 動 部 材

５ ０ 　 　 　 遊 星 歯 車 機 構

５ １ 　 　 　 太 陽 歯 車

５ １ ａ 　 　 後 軸

５ １ ｂ 　 　 前 軸

５ ２ 　 　 　 右 遊 星 歯 車

５ ２ ａ 　 　 後 軸

５ ２ ｂ 　 　 前 軸

５ ３ 　 　 　 左 遊 星 歯 車

５ ３ ａ 　 　 後 軸

５ ３ ｂ 　 　 前 軸

５ ５ 　 　 　 中 央 昇 降 軸

５ ５ ａ 　 　 補 強 リ ブ

５ ６ 　 　 　 右 側 昇 降 軸

５ ６ ａ 　 　 右 側 昇 降 軸 本 体

５ ６ ｂ 　 　 右 側 ア ク チ ュ エ ー タ

５ ７ 　 　 　 左 側 昇 降 軸

６ ０ 　 　 　 専 用 シ ー ト

１ ０ ０ 　 　 　 基 部

１ １ ０ 　 　 　 載 置 部

１ ２ ０ 　 　 　 載 置 部 材
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１ ２ １ 　 　 　 係 合 部 材

１ ３ ０ 　 　 　 水 平 支 持 部 材

１ ６ ０ 　 　 　 走 行 部

１ ７ ０ 　 　 　 前 部 走 行 部

１ ７ １ 　 　 　 前 輪

１ ７ ２ 　 　 　 前 輪 支 持 部 材

１ ７ ３ 　 　 　 水 平 部

１ ７ ４ 　 　 　 傾 斜 部

１ ８ ０ 　 　 　 中 間 部 走 行 部

１ ８ １ 　 　 　 中 間 輪

１ ８ ２ 　 　 　 中 間 輪 支 持 部 材

１ ９ ０ 　 　 　 後 部 走 行 部

１ ９ １ 　 　 　 後 輪

１ ９ ２ 　 　 　 後 輪 支 持 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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